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七
月
に
な
り
ま
し
た
。
夏
本
番
で
す
ね
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

一
昨
年
か
ら
「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街

道
を
行
く
ー
社
寺
城
郭
・
幕
末
史
—
」
を

お
送
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
名
古
屋
城

と
名
古
屋
城
下
町
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。   

今
月
は
武
家
地
と
建
中
寺
で
す
。

★
那
古
野
と
名
古
屋

   

那
古
野
と
記
し
た
地
名
は
、
清
洲
越
し

と
と
も
に
名
古
屋
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
古
く
は
名
護
屋
、
浪
越
、
名
越

と
も
記
し
、
名
古
屋
城
築
城
が
決
ま
っ
た

頃
か
ら
名
古
屋
と
名
護
屋
が
併
用
さ
れ
、

次
第
に
前
者
に
定
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

   

名
古
屋
に
は
蓬
左
の
別
名
も
あ
り
ま
す
。

蓬
莱
は
中
国
の
伝
説
で
東
の
海
に
あ
る
不

老
不
死
の
島
の
こ
と
を
意
味
し
、
古
来
、

熱
田
も
蓬
莱
に
準
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

蓬
莱
の
地
の
左
に
開
け
た
町
と
し
て
蓬
左

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

   

名
古
屋
の
語
源
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
。

「
な
ご
」
は
、
気
候
や
風
土
が
和
や
か
な

地
、
霧
（
古
語
で
「
な
ご
」
)の
多
い
地
、

山
や
丘
陵
の
麓
の
集
落
、
城
砦
を
め
ぐ
る

兵
舎
、
波
が
高
い
海
岸
、
等
々
様
々
な
意

味
が
あ
り
ま
す
。
漢
字
が
「
名
古
屋
」
に

な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
調
査
中
で
す

（
笑
）
。

★
町
名
は
後
付
け
の
武
家
地

   

藩
重
臣
た
ち
の
屋
敷
は
城
の
南
側
を
護

る
よ
う
に
三
之
丸
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

成
瀬
、
竹
腰
の
両
御
付
家
老
の
屋
敷
南
に

山
澄
将
監
、
渡
辺
半
蔵
な
ど
の
上
級
家
臣

の
屋
敷
が
本
町
通
沿
い
に
続
き
、
こ
の
辺

り
は
大
名
小
路
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

   

城
の
東
側
は
や
は
り
両
御
付
家
老
の
中

屋
敷
、
下
屋
敷
と
と
も
に
、
上
級
家
臣
の

屋
敷
が
立
ち
並
び
ま
す
。
そ
の
南
側
に
は

中
級
家
臣
の
屋
敷
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

   

武
家
地
に
は
町
人
地
の
よ
う
な
町
名
は

あ
り
ま
せ
ん
。
町
の
特
徴
な
ど
か
ら
自
然

発
生
的
に
、
あ
る
い
は
後
世
に
呼
ば
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

   

城
の
東
側
の
外
堀
に
面
し
て
御
付
家
老

の
中
屋
敷
が
あ
る
長
塀
町
、
そ
の
東
に
白

壁
町
、
主
税
町
、
橦
木
町
が
順
序
良
く
並

ん
で
い
ま
し
た
。
家
格
の
高
い
藩
士
ほ
ど

城
に
近
い
場
所
に
屋
敷
を
構
え
ま
し
た
。

   

東
大
手
門
の
東
は
長
塀
町
で
す
。
御
付

家
老
竹
腰
家
の
屋
敷
塀
が
非
常
に
長
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

   

白
壁
町
は
、
御
目
付
豊
田
太
郎
右
衛
門

が
屋
敷
に
白
壁
の
高
塀
囲
い
を
造
り
、
周

辺
の
屋
敷
も
白
壁
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら

名
前
が
つ
き
ま
し
た
。

   

主
税
町
は
勘
定
奉
行
野
呂
瀬
主
税
が
住

ん
だ
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
野
呂
瀬
氏
は

か
つ
て
武
田
信
玄
の
家
臣
で
し
た
が
、
時

代
を
経
て
徳
川
義
直
の
下
で
成
瀬
氏
に
属

し
、
勘
定
奉
行
を
務
め
ま
し
た
。

   

主
税
町
に
は
、
元
禄
年
間
（
一
六
八
八

～
一
七
〇
一
年
）
頃
の
藩
士
の
日
常
生
活

や
風
俗
を
記
し
た
「
鸚
鵡
籠
中
記
」
の
著

者
、
御
畳
奉
行
朝
日
文
左
衛
門
重
章
の
屋

敷
が
あ
り
ま
し
た
。

   

朝
日
文
左
衛
門
は
、
御
畳
奉
行
に
な
る

前
は
主
税
町
で
は
な
く
、
建
中
寺
の
東
隣

に
あ
る
百
人
町
に
住
み
、
そ
こ
か
ら
引
っ

越
し
た
よ
う
で
す
。
百
人
町
は
足
軽
組
頭

で
あ
っ
た
渡
辺
半
蔵
家
が
代
々
住
ん
で
い

た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

   

橦
木
町
は
、
東
西
に
通
る
道
路
の
西
端

が
行
き
止
ま
り
で
「
丁
」
字
路
に
な
っ
て

い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
つ
ま
り
撞
木

の
形
で
す
。
撞
木
と
は
鉦
を
打
つ
道
具
で
、

柄
の
先
端
が
「
丁
」
の
字
に
な
っ
た
棒
の

こ
と
で
す
。
本
来
は
手
偏
の
「
撞
」
が
正

し
い
字
で
し
た
が
、
後
世
、
役
人
の
転
記

誤
り
か
ら
木
偏
の
「
橦
」
に
な
っ
た
と
伝

わ
り
ま
す
。

   

上
中
級
藩
士
の
武
家
地
の
外
側
や
城
の

南
側
に
は
中
下
級
武
士
の
屋
敷
、
碁
盤
割

の
東
側
に
は
同
心
や
足
軽
が
住
み
ま
し
た
。

中
級
武
士
の
家
は
屋
敷
と
言
え
る
構
え
で

し
た
が
、
下
級
武
士
の
家
は
長
屋
づ
く
り

で
す
。

★
義
直
菩
提
寺
の
建
中
寺

   
主
税
町
と
百
人
町
の
間
に
創
建
さ
れ
た

の
が
建
中
寺
で
す
。
一
六
五
一
年
、
二
代

藩
主
光
友
が
父
義
直
の
菩
提
を
弔
う
た
め

に
、
成
誉
廓
呑
上
人
を
開
山
と
し
て
建
立

し
ま
し
た
。

   

寺
域
は
約
五
万
坪
に
及
び
、
創
建
当
時

は
周
囲
に
石
垣
と
堀
を
備
え
た
城
の
よ
う

な
構
え
で
し
た
。
本
堂
を
は
じ
め
多
く
の

堂
宇
が
立
ち
並
ぶ
大
寺
院
で
、
歴
代
藩
主

の
霊
廟
が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

   

江
戸
時
代
を
通
し
て
特
定
の
宗
派
に
属

さ
な
い
別
格
本
山
（
無
本
寺
）
で
あ
り
、

御
付
家
老
成
瀬
家
が
創
建
し
た
宗
心
院
、

渡
辺
家
が
創
建
し
た
誓
安
院
の
ほ
か
、
甲

龍
院
、
全
順
院
、
正
信
院
、
光
寿
院
、
養

寿
院
の
七
つ
の
塔
頭
寺
院
と
多
く
の
末
寺

を
擁
し
ま
し
た
。

   

一
七
八
五
年
、
大
曽
根
で
大
火
が
発
生

し
た
際
、
燃
え
る
布
団
が
舞
っ
て
き
て
本

堂
の
屋
根
に
落
ち
て
延
焼
。
大
部
分
が
焼

失
し
ま
し
た
が
、
二
年
後
に
再
建
さ
れ
ま

し
た
。

   

境
内
南
端
に
薬
医
門
形
式
の
総
門
、
そ

の
北
に
は
三
間
一
戸
の
二
重
門
で
あ
る
三

門
が
立
ち
、
門
を
く
ぐ
る
と
正
面
に
本
堂

が
あ
り
ま
す
。
本
堂
は
入
母
屋
造
、
本
瓦

葺
き
で
、
正
面
に
は
軒
唐
破
風
の
つ
く
向

拝
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

   

本
堂
の
後
ろ
に
は
徳
川
家
霊
廟
が
あ
り

ま
す
。
霊
廟
は
、
拝
殿
と
本
殿
が
連
結
さ

れ
た
権
現
造
で
あ
り
、
極
彩
色
が
施
さ
れ

た
華
麗
な
社
殿
で
す
。
境
内
に
は
こ
の
ほ

か
、
四
脚
門
形
式
の
御
成
門
、
鐘
楼
、
開

山
堂
、
不
動
堂
、
経
蔵
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

   

建
中
寺
の
南
西
に
角
を
接
す
る
藩
主
の

御
下
屋
敷
は
、
一
六
七
九
年
に
二
代
藩
主

光
友
が
築
き
ま
し
た
。
六
万
四
千
坪
の
広

大
な
敷
地
で
す
。

   

七
代
藩
主
宗
春
は
屋
敷
内
に
薬
草
を
栽

培
す
る
「
御
薬
園
」
を
設
け
ま
し
た
。
八

代
将
軍
吉
宗
の
享
保
の
改
革
に
反
す
る
藩

政
を
行
っ
た
こ
と
で
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
た

宗
春
は
、
晩
年
を
御
下
屋
敷
で
過
ご
し
ま

し
た
。

★
碁
盤
割
り
の
町
人
地

   

来
月
は
、
武
家
地
や
寺
社
地
に
守
ら
れ

る
よ
う
に
造
ら
れ
た
の
名
古
屋
城
下
町
の

代
名
詞
、
盤
割
り
の
町
人
地
に
つ
い
て
で

す
。
乞
ご
期
待
。


